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 本研究は，2012 年 10 月に創刊 88 周年を迎えたアメリカ合衆国の児童図書批評雑誌『ホ



























活動を中心に, 大きく三期に分けて考察する。その区分は，雑誌創刊の 1924 年より 1950






















































































































を中心に、 雑誌創刊の 1924 年より 1950 年まで（第一期）、1951 年より 1970 年まで（第
二期）、1971 年以後（第三期）と、大きく三期に分けて考察されている。それらはアメリ
カ現代史の大きな時代区分であると同時に、児童文学発達の「草創期」、「最盛期」、「変
動期」としても意義付けられる。第一期では、『ホーン・ブック』の編集体制の確立とこ
れを支えた協力体制が考察される。第二期は、アメリカの児童文学がジャンルとして確立
した時期、ベトナム戦争によりアメリカによる世界平和（pax americana）の時代が去った
1970 年代以降の第三期は、人権意識が児童書の領域にも浸透するようになった時期でもあ
った。 
 
（論文の行論と結論） 
これまで主として作家論・作品論として推移してきた児童文学の研究とは異なり、本論文
では、個々の作家論・作品論とはとりあえず切り離して、作家と作品を取りあげた「論評」
が中心に据えられ、新たにこれを編集面から扱うことで、ひとつの雑誌の長期にわたる編
集傾向が、一般的に承認されている時代区分にしたがって設定された各画期において検討
されている。例えば、その第二期では、1960 年代以降の冷戦の構図のなかで、アメリカに
とって第一の友好国であった日本への関心は「日本研究」の充実をもたらしたことが析出
されるなど、結論として、その編集者の関心内容は、その時代状況を色濃く反映した実相
として確認されている。 
 
（論文についての批評） 
本論文では、雑誌に文章を載せている編集者や批評家の全体像を把握するために、まず新
たに『ホーン・ブック』の『全巻人名索引』が作成された。収録した人物の数が２万人を
６ 
超えるこの膨大な基礎作業を出発点として、同誌の詳細を時代的・計量的に精査すること
によって、本論文の研究手法は、これまでの児童文学研究に新たな地平を開拓したと評価
される。これによって確立された手法は、児童文学研究のみならず、大衆文化メディア研
究としての「雑誌文化史」研究への応用など、新たな貢献もおおいに期待される。なお、
研究のさらなる進展には、長期にわたり刊行され続けた雑誌の全容の詳細な検討による通
史的な方向性が求められるが、これは今後に期待するしかない。しかしながら、本論文は
このための重要なステージを構築したものとしての学術的な意義を確実に有しており、そ
のことによって本論文が学位論文としての価値をいささかも減ずるものではない。 
 
（論文についての判定） 
平成２５年３月８日、公開の試問において、提出された論文について説明を求め、その内
容と関連事項について質疑応答を行い、引き続き審査委員会を開催し、委員全員一致で合
格と判定された。 
 
（結論） 
上記の論文審査及び別途行った最終試験の結果、申請者は博士（児童学）の学位を受ける
のに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
Ⅱ．試問の結果の要旨 
 
（公開試問） 
平成２５年３月８日、１１時３０分より１２時３０分まで、公開による試問を聖徳大学大
学院児童学研究科において開催し、提出された資料にもとづき最終発表が行われ、それに
関して児童学研究科担当者による質疑を行った。 
 
（最終試験） 
平成２５年３月８日、１２時３０分より１３時まで、提出された論文の内容及び関連の事
項について、審査委員会による最終試験を、聖徳大学大学院児童学研究科において、口述
により行った。引き続き審査委員会が開催され、委員全員一致で合格と判定された。 
 
 
 
 
 
 
